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　AMDAを支えて下さっている方々の様々なエピソードをインタビュー形
式でお届けします。今回は、頼藤貴志先生です。　
	 	 	 	 　　　  （聞き手：AMDA理事　難波　妙）

　

連載インタビュー「支える喜び」シリーズ  第 26 回 
岡山大学大学院医歯薬総合研究科 
　　疫学衛生学分野　教授　 頼藤　貴志  様

AMDA　医師を志したきっかけを教えてください。
頼藤　病弱であった子どもの頃、父に「人のためになる
ようなことをしなさい」と教えられ、シュバイツァーに
憧れ、その興味は、国際保健へと広がっていきました。
そして、大学時代に出身地（熊本県八代市）の近くで発
生した水俣病に出会い、社会的要因が病気を作ることに
気づきました。現在は、ヒトの病気の広がりや原因を調
べる学問である「疫学」を専門としています。
AMDA　WHOの会議にも日本から唯一の専門家として
ご参加されましたね。
頼藤　1年 9か月のハーバード大学での客員研究員を経
て、2013年にWHOの機関である IARC（国際がん研究
機関）の会議で、大気汚染が発がん性を有するかを評価
し、その決定に関与しました。
AMDA　AMDAの活動に関わった経緯をお聞かせくだ
さい。
頼藤　学生時代にタイに通い続けている頃にNGOに関
心をもち、大学5年の時にAMSA（アジア医学生連絡協
議会、1980 年、菅波代表らが設立）の会議に参加した
ことがAMDAの活動に関わるきっかけとなりました。そ
の後もAMDAのミャンマー事務所を訪問したり、2007
年の AMDA　International のインド会議に参加したりし
ました。そして2016年の熊本地震の時は、緊急医
療支援活動に医師として被災者救援にあたりました。
AMDA　その節は、大変お世話になりました。震源
地、益城町の救護所では、地震で薬を無くし、色と
形状しかわからない薬を懸命に調べる頼藤先生に何
度も何度もお礼を言われた被災者の方、頼藤先生の
姿勢に感動して、医学部に進学した当時の高校生な
ど、支援活動の現場で頼藤先生のお人柄に支えられ
た人たちがたくさんいました。その後も2016 年か
ら19年、毎年アフリカ、ルワンダで行った児童健
診、そして今年、7月の熊本球磨地方豪雨災害支援
活動では、現在、岡山県感染症対策委員会委員とし
て、新型コロナウイルス感染症対策に携わる頼藤先

生に、被災地人吉市立第一中学校避難所での AMDA災
害鍼灸の感染対策を指導していただきました。これまで
の AMDAの活動を通じて、どのような感想をお持ちで
しょうか？
頼藤　AMDAの活動は、困った時はお互い様という「相
互扶助」の活動理念など、言葉の定義がとても分かり
やすいからこそ文化を超えて、支援する側とされる側が
パートナーとしてつながっていると感じます。かつて、
菅波代表と一緒に考えたのですが、私の医師としての信
条は「時空を超えた命のつながり」です。これはAMDA
での活動にも通じています。
AMDA　頼藤先生は、水俣病研究をライフワークとさ
れていますね。
頼藤　「現場を忘れた疫学は、きらめきと真実を見失う」
という恩師の言葉から、今も毎月、水俣の患者さんのも
とに通い続けています。重荷を背負わざるを得なかった
患者さんたちと築いた長年の絆から、多くの生き方を学
びました。水俣病の先達の研究を締めくくる事、そして、
恩師が診てきた患者さんたちよりも長生きをすることが
私の使命です。これからも常に被害を受けた人々の声に
耳を傾け、「時空を超えた命のつながり」に科学的に貢
献していきたいと思っています。



2　ー sogo・fujo ー   AMDA ジャーナル　2020.10

　新型コロナウイルス対応 in インド			   　

【AMDAインド支部の活動】

①労働者の家族支援
　外出規制により交通機関も停止し、都市部で働いて
いた日雇い労働者は徒歩で故郷を目指しました。その
中には子連れ
の家族や妊婦
の姿もありま
した。移動中
の 2 歳半の子
どもを連れた
労働者家族か
ら助けを求められた AMDAインド支部事務局長ミナク
シ医師は食糧、調理用ガスコンロなどを用意し、支部
の事務所を生活スペースとして 3か月間提供しました。

②マスクと消毒液の配布
　政府が外出規制を緩和
し、飲食店や宗教施設が
操業を再開し始めた 6月
初旬、感染防止用マスク
の需要が高まりました。
感染者数が増加傾向に
ある中で、職場に戻る人の数も増えている状況も鑑み
AMDAインド支部は AMDA本部と協力し、マスク、消
毒液やパンフレットなどを配り、感染症予防に対する
啓発活動を行いました。

　配布したマス
クは洗って再利
用できるコット
ン生地を利用し
たもので、南イ
ンドの農村地域
ニーラギリ県の
女性たちによる
手作りです。同
支部がこのマスクを購入することで農村地域に住む女
性たちの収入になるため、生活支援にも繋がりました。

物資配布先：市場や建設現場労働者、スラム街の住人、
公共施設の警備員、市街地の清掃スタッフ、ショッピ
ングモールの買い物客、ガソリンスタンド、警察署、
福祉団体『Sandiksha』の入居者

　インド国内で初の感染者が確認されたのは、新年早々のことでした。今年 3月 24 日から急遽全面的な外出
規制が布かれ、工場をはじめ、オフィス、公共の交通機関などが操業停止となり、日雇い労働者をはじめ、大
勢の人が生活の術を失いました。6月末、インド政府が正式に国内の移動を可能にする策を講じた結果、国内
では再び人々の大移動が始まりました。

【AMDA ピースクリニックの活動】

　インド東部ビハール州ブッダガヤで妊産婦の支援を
行っている AMDAピースクリニック。政府の外出規制
が緩和された今年 6月に活動を再開し、妊産婦の置か
れている状況について聞き取り調査を行った結果、食
糧にも困るほど生活に困窮している妊産婦が多くいる
ことが分かりました。

　6 月 17 日以降、毎
週火曜日に食糧支援を
行っています。食糧を
受け取った妊婦は、「私
は妊娠 5か月です。夫
と一緒に村に住んでい
た間、妊産婦検診を受
けていませんでした。
ブッダガヤの実家に帰った時、母から AMDA を教え
てもらいました。私が初めて AMDAピースクリニック
を訪れたとき、スタッフのバビータさんから、まず、
AMDA ピースクリニックに協力いただいているバルマ
医師の診療所に行くよう言われました。診療所では健
康診断、血液検査、尿検査を行い、薬をもらいました。
AMDA の支援によりすべて無料で受けられ、さらに食
糧も無料で提供してくれます。ここに住んでいる人の
多くは助けを求めています。このような支援を受ける
ことができ、信じられない気持ちです。私の母はブッ
ダガヤでテントを張って野菜を売っていますが、外出
規制後、顧客はほとんど戻ってきませんでした。私の
ように苦しい生活を送る人に支援の手を差し伸べてく
れる AMDAピースクリニックの患者であることを幸せ
に思います。」と話しました。
	 	 	 　（インド担当　岩尾　智子）
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② AMDA 緊急救援ネットワーク登録
	 	 　看護師　長谷　貴子　様

　長谷看護師は西日本豪雨の時には、個人的に被災さ
れた方への物資提供を行い、翌年 2019 年からは、九
州北部豪雨など、AMDA
の災害支援に看護師と
して何度も参加されま
した。そして、新型コ
ロナウイルスの感染が
拡大し、マスクなどが
品薄状態だった今年春、
長谷看護師からのご相
談を受け、AMDA と一
緒に「マスク支援」が
実現しました。この支
援は、ご自身が西日本
豪雨で経験した「必要なとされるものを必要なタイミ
ングでお渡しすること」を念頭に、房総半島台風 ( 台
風15号)の支援活動での聞き取り調査の経験を活かし、
マスクを必要とする複数の施設に入手出来ているかの
声かけをしていただきました。結果として、個人経営
の施設など入手困難なところにまで支援が行き渡り、
非常に喜ばれました。

インドネシア・スラウェシ島鉄砲水災害被災者緊急支援活動
　2020 年 7 月 13 日、インドネシア・南スラウェシ
州にある北ルウ県マサンバ（Masamba, North Luwu 
Regency）において鉄砲水が発生、住む家や交通機関な
ども濁流に流され、住人も巻き込まれました。この災害
により死者数 21人、住居を失うなど4,202 世帯が被災
しました。
　7月17日、AMDAインドネシア支部およびAMSA（ア
ジア医学生連絡協議会）ムスリム大学支部より医師5人、
医学生5人が合同医療チームとして被災地マサンバ入り
し、医療支援を実施。翌日より野外診療所での診療に入
りました。また、今回の水害で公共の病院を含む主要な
医療機関が被災していたため、合同チームは地方防災局
や医療機関などに医薬品、コロナ感染防止用の個人防護
具や消毒液、衣類や毛布などを寄贈しました。
　同時に、被災された方々にも食料やおむつなどを含む

①小規模多機能ホームぶどうの家　
	 	  代表　津田　由起子　様

　真備町内にあった「ぶどうの家真備」も浸水被害を
受け、利用者は真備公民館薗分館に避難されました。
当時 AMDAは、津田様と相談の上、同年 8月末まで看
護師などを派遣し、避難者の健康支援を行いました。
　事業再開後、2019 年 3 月から、「ぶどうの家」の
活動を通じて集った方々が縫物ボランティア「縫い真
備」として緊急支援で派遣者が着用するユニフォーム
のゼッケンなどを縫っていただき、既に延べ 50人以上
の派遣者がこのユニフォームを着用し、国内外での支
援活動にあたりました。
　さらに、今年 7
月の熊本豪雨災害
の際には、人吉市
内で被災した「小
規模多機能型居宅
介護事業所 菜の
花」に津田様が事
業再開に向け情報
を提供。その後、
AMDA からも直ちに送られた支援物資は、当事業所を
通じて被災された方々にお届けすることができました。

物資をお渡しするなど、物資の支援も行いました。
　　　   （GPSP 支援局　総務担当　ブルックス　雅美）

「経験から開かれる相互扶助ネットワーク」
2018 年 7月に発生した西日本豪雨では、岡山県倉敷市真備町でも甚大な被害を受けました。
当時のご経験を AMDAとの支援活動に活かされているお二人をご紹介いたします。　

　このお二人のように「支援された側」「支援する側」としての過去のご経験を元に AMDAと一緒に被災者を支援
する。このようして開かれていく相互扶助ネットワークを目の当たりにすると、「人を支えるのは人である」こと
を改めて実感します。これからも「人とのつながり」を大切に、活動を行っていきたいと思います。
　　　  		 	 	 	 	 	 	 （GPSP 支援局　総務担当　ブルックス　雅美）
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令和 2 年 7 月豪雨（熊本県球磨地方）　被災者緊急支援活動

　7月4日早朝、熊本県・鹿児島県に大雨特別警報が発令。
熊本県を流れる球磨川は13か所で氾濫・決壊しました。
　AMDAは、熊本市から連携支援要請を受けた岡山県総
社市から医療チームの派遣要請を受け、災害発生2日後
の7月6日に医師1名、看護師 2名、調整員1名が熊
本県に入りました。
　6日人吉市入りしたAMDAは、人吉保健所及び人吉医
療センターでの各医療調整会議に出席。球磨村の避難所
さくらドームにて活動を開始し、夜間帯は当直業務を行
ないました。
　8日さくらドームから移設さ
れた避難所、人吉市立第一中
学に活動の拠点を移しました。
この避難所には約100名の方
が避難されており、協力団体
は入っていましたが、日中の球
磨村職員の方は4名。要援護
者への配慮、感染対策に努め
られている避難所の様子から、
職員の方々はご自身も被災し
ながら、村民の方々の命を最
優先に動かれていることは想
像に難くなく、疲弊の色が表
れていました。私たちの活動は、職員の方々の負担を軽
減すべく環境を整えることから始まったように思います。
　この日の時点で食料、飲料水支援が不安定であったた
め、AMDAは経口補水液を避難者全員に行き渡るように
提供。また、マスク、手袋、医療ガウン、フェイスシー
ルド等の医療資材も提供することができました。
　AMDAの医師は、避難者の診療、夜間はオンコールで
不眠、腹痛、外傷等に対応しました。避難する際に生じ
た靴擦れの傷が化膿していた方には応急処置を行ったう
えで医療機関への受診を促した結果、病院で破傷風予防
の薬剤が投与される事例もありました。
　11日からは、避難後のストレスや疲れを緩和できるよ
うに、避難所内に「AMDAケアルーム」を設置し、柔道

整復師、鍼灸師による施術を開始しました。被災後の片
付けで腕や膝を痛めた方にはテーピングを施行し、長期
に作業が続く今後を見据えてセルフケアの仕方を指導し
大変喜ばれました。19日、近隣で受診可能な鍼灸院、整
骨院リストをもとに、避難所の方々にご案内し活動を終
えました。尚、今回のコロナ禍での活動においては複数
の専門家の助言の下、手指消毒、マスク装着だけではな
く、動線、使い捨てシーツ使用など感染対策に努めました。
(柔道整復師による施術利用者のべ64名、鍼灸の利用者

のべ21名 )
　ケアルーム活動と並行し、
人吉保健所長より支援の要請
を受け AMDA は 12日より相
良村でも活動を開始。相良村
教育長でもあり医師の緒方俊
一郎先生のご指導ご鞭撻のも
と、同村保健師とともに被災し
た200世帯の被災状況、健康
状態を確認するため戸別訪問
をしました。連日の猛暑のもと
屋外での作業が続くことを懸
念し、相良村役場に経口補水
液の提供を行いました。22日

に被災した200世帯すべての訪問を完了。最後まで不在
だった世帯やフォローが必要な世帯などについては保健
師に報告し、AMDAは 7月22日に現地でのすべての活
動を終了しました。(AMDA現地災害支援活動に医師2名、
保健師1名、看護師2名、鍼灸師3名、柔道整復師1名、
調整員2名が参加）
　また、現地活動を終えた8月、人吉市内の小規模多機
能型居宅介護事業所「菜の花」が被災しながら8月中旬
再開の準備をすすめていると聞き、現地では入手困難な
滅菌ガーゼや包帯等の物資をお送りしました。
　AMDAは今後も人吉市・球磨村・相良村の状況を注視
していきたいと思います。
　（現地支援活動参加看護師（AMDA職員）　高　和子）
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熊本豪雨緊急支援活動　ー　ご協力者関係者のコメント

◇熊本県人吉保健所　所長　劔　陽子  先生

　この度は、発災後早期より多大な
るご支援を頂き、ありがとうござい
ました。災害時には、様々なポリ
シーを持つ支援団体が入ってきます
が、それぞれが、バラバラに活動を
されると、収拾がつかなくなります。
AMDAさんには度々保健所に寄って
下さるなど、地域の仕組みを尊重し

た活動をしていただけました。当然のことのようです
が、これがなかなか難しく、災害支援経験が豊富な団
体だからこそだと思います。
　最初は、人吉市内の避難所等の支援をして頂いてい
ましたが、その後、人吉市や球磨村ほどの規模ではな
いものの、住家被害も大きく、多くの住民が避難して
いた相良村の支援に入っていただきました。報道では
被災の程度が大きいところばかりに注目が行きますの
で、相良村のようなところはとてもきつい思いをして
いるのにも関わらず、見過ごされがちです。保健所も
なかなか手が回らない中、AMDA さんが親身に村の保
健師さんに寄り添い、保健活動を進めるお手伝いをし
て下さいました。本当に感謝しています。
　実は、私も 1997 年に AMDA よりバングラデシュ
のサイクロン被害支援活動、ミャンマーでの保健活動
に派遣して頂きました。その時の経験が、その後の私
の公衆衛生人生の大きな礎となっています。今後の
AMDAの益々のご発展をお祈り申し上げます。

◇小規模多機能型居宅介護事業所「菜の花」
　施設長　永尾　潤也  様

　この度は、令和 2年７月熊本県
豪雨災害被災地の当施設に、多く
の物資の支援を頂きまして、誠に
ありがとうございます。
　お送りして頂きましたガーゼ、

令和 2 年 7 月豪雨（熊本県球磨地方）被災者緊急支援活動でご支援頂いた支援団体のご紹介

＊スペースの都合上、その他ご支援者様につきましては次ページの名簿に記載させていただいております。ご支援頂きありがとうございました。

◇相良村教育長  緒方医院　緒方   俊一郎  先生

　被災者の家庭訪問への手が足りていない状況の中、
保健師の仕事をサポートして頂き、大変助かりました。
また、人吉にも鍼灸師や柔道整復師の方が入って下さ
り、住民の方もとても喜ばれていました。ありがとう
ございました。

包帯、テープ、座布団、スリッパ、消毒液、手袋、ビ
ニールエプロン、下着類、介護用の靴は被災された方々
にご利用させて頂き、被災者の方々が大変喜ばれてお
られます。
　当施設は、早急に復旧作業を行い 8月に営業を再開
したものの、被災され家や衣類などを失い認知症をお
持ちで避難所での集団生活が難しい行き場のない方々
が頼って来られている状況です。
　そのような中、今回ご支援して頂いた物資が非常に
役立っております。
　被災して物資を入手するのは大変困難になっていき
ます。また物が売ってあっても被災され金銭的に余裕
がない方は購入が難しい現状です。そのような中、ご
支援頂いたおかげで、そういった方が非常に助かって
おられます。これもひとえに AMDA様のご尽力の賜物
と、御礼申し上げます。
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AMDA会員会費納入

一般ご寄付

■ご協力ありがとうございました。

阿部　肇子　　安藤冨美江
生田　道好　　井口　惠子
池田　育正　　石田　勝二
伊藤　道子　　井上　恭子
井上紀代子　　井上　高光
井上　高行　　井上　真行
井上美由紀　　井上ゆかり
井上　雪江　　岩辺　　勉
植田　俊郎　　鵜野　明美
（株）宇部塗料商会
遠藤　堯之　　大岩　千誠
大仲　良一　　大野早百合
岡田　恵子　　奥宮　捷子
小野　　弘　　角　　泰人
香河　克政　　勝田　吉彰
上見　哲史　　北岡真由子
木村　育世　　金竹　正剛
久保　智康　　久保　雄二
栗村　昌子　　黒川　律子
黒住　信子　　小林　正典
金光教篠原教会
斎藤　　敦　　齋藤　友良
坂詰　貴司　　坂本　憲子
更家　　充　　椎名　くに
宿茂　幸一　　申　　偉秀
菅波　　茂　　菅波　知子
杉浦　房代　　杉田　裕子
鈴木　一則　　鈴木　　円
鈴木　道明　　鈴木　佑菜
髙岡　邦子　　高見　和宏
武岡知可子　　竹下久美子
竹谷　和子　　武部多香子
田實　成郎　　谷奥　明美
玉岡　昇治　　玉置　　忠
塚本　文子　　月見　省五
戸田　　香　　渡丸　弘之
中川恵美子　　中島久美子
中西　　泉
（株）中野コロタイプ
永礼　宏子　　名倉　正人
成瀬　裕子　　難波比加理
児子　哲夫　　西永　明美
西本　　稔　　西山　庸二
二宮　健太　　根岸　有紀
野島　　治　　芳賀　　潔
萩野　誓也　　萩原　三義
（株）白龍堂
畑中　裕司　　早川　達也
原田　浩文　　平尾　一幸
平野由紀子　　深山なお子
福川　裕徳　　藤井　逸子
藤井美智子　　細井　聖子
堀川　俊一　　本多千賀子
前垣　義弘　　増田　澄江
松本　千秋　　松山　　淳
的野　秀利　　丸衞美妃子
三宅　悦夫　　三宅香菜子
宮﨑　浩之　　向井　幸恵
村津　和雄
（株）桃太郎部品
森　　香織　　森　　英俊
守田　善行
森田内科クリニック
安本　保枝　　吉田　　修
米山　　博
　他匿名希望者

特定ご寄付

相引富喜子　　明石　年正
阿久津けい子　　浅田　　明
浅田久美子　　浅野　泰子
浅原　紀子　　阿部　朋之
新谷　知子　　有田　　稔
生田　道好　　石井　俊一
石黒　尚孝　　石田　勝二
石村　　均　　板野　勝正
市岡日出夫　　市川　健一
一瀬　孝治　　伊津野    佐知子
逸見　昌弘　　伊藤　睦子
稲木　達雄　　井上貴美子
井上　恭子　　井上　礼子
今枝　謙三　　

2020 年 6 月〜 8 月分（敬称略） 　

今城　新・佐和子
井本　淳二　　岩藤　健作
岩辺　　勉
（株）ウエストホールディングス
上田　健治　　上野　白湖
魚谷　了一　　畦田　正博
江川　信夫　　遠藤　貴麿
遠藤　堯之　　大饗　克美
大石　克浩　　オオウチ チエコ
大江　豊子　　大倉　悦子
大島　和子　　大角　雄三
太田真理子　　大多和清美
大橋　京子　　大橋　典晶
大原　朋昭　　大平　昌人
岡﨑　紀彦　　岡田　春恵
岡山県フォークダンス協会
岡山市立平津小学校児童会
岡山地下水調査（有）
オガワ　ノリコ
沖　章史・年晃
沖　　高司　　小倉　邦昭
鬼塚　磐雄　　小野　　弘
オノユウジ　　オノヨシコ
小幡　昌子　　陰山　貞憲
笠置　りか　　梶谷　純子
片岡　浩三　　カドクラ　カイ
角野　和明　　カナシマ スエツグ
カネタツ（株）
金光　友枝　　上山優美子
亀田　武夫　　河内　輝美
川上　真紀　　河口　隆彦
河口美千子　　川﨑多美子
カワハラ　ユミコ　　神田　泰孝
喜多　利正　　北野　雅一
木下　俊子
吉備学区連合町内会
木村　恭一　　木村　　直
木本　　豪
（株）木元屋
桐山　有美　　金竹　正剛
草野　文雄・桂子
工藤　圭志　　九里イツ子
栗原　朋子　　黒川　律子
黒住　忠篤　　桑原　　淳
小池　道子　　河野　太通
コガセキネ　　古郝　祐蔵
こくみん共済 COOP
小坂知代子　　小柴　淑子
児島　幸夫　　小谷　桂子
後藤美智子　　小西　健志
小林　生治
小林　猛・千賀子
小林　知子・良久
小屋敷美樹　　小山久美子
金光教篠原教会
斉藤　恵美　　斉藤　利治
坂口　　泰　　坂手　謙吾
坂本　一也　　坂本　憲子
櫻井　俊宏　　佐々木　修
佐々木　勉　　佐竹　卓彦
佐藤いづみ　　佐野　邦俊
佐野　恵子　　シイバ　ミツオ
（株）茂山組
志村あきら　　下村　智子
下村　典子　　下山　敏昭
白金　節子　　城野　明子
翠宝商事（株）
スギタ　シュン　　杉原　聖樹
鈴木　一則　　鈴木　雅彦
清友　久恵　　髙久　和代
高階ゆい子　　髙田　卓司
髙橋　京子　　髙橋　　誠
髙浜　　満　　タカマツ  ヤスノリ
高見　和宏　　高見　里美
たぐちみほ　　竹鶴　昌泰
竹本　光孝　　田實　成郎
田代　公男　　多田　比子
多田　弘夫　　田中　悦子
田辺　雄一　　谷　　和彦
谷　　正宏　　谷池　恵子
谷奥　明美　　田村　清美
タムラ　トオル　　千々木信彦
チョウドリ　エリ　　塚本　文子
月見　省五　　土屋　希保
角田　栄子　　出水　　順
天然酵母パンの店　ファミリエ
天理教旭日大教会
友保加奈恵　　戸谷　　浩

AMDA フードプログラム
　匿名希望者

カンボジア
（株）山一観光
AMDAカンボジア

ネパール中部地震
島田　義一　　小田原　学

こども食堂支援
湯原　光雄　　萩尾　慎一
佐々木　勉　　赤井美佐代
見川　彰彦

緊急救援（新型コロナウイルス、
令和 2 年 7 月豪雨含む）
青木　宏之　　芦原美佐子
阿部　直子　　新井　裕子
安藤　志保　　安藤　伸子
安藤冨美江　　飯田　淳子
イカワ　ヤスタカ　　猪川　靖孝
池﨑千陽子
（株）池﨑鉄工所
池田偉佐雄　　石井　洋子
石川　真理　　石村美喜子
市川　高士
一隅を照らす運動総本部地球救援事務局
イナガキ　ミドリ　　井上　高光
井元　正澄　　イリエ　ユキコ
イワタ　タミコ　　遠藤みどり
大山　幸子　　岡田　恵子
奥宮　捷子　　小田原　学
鬼塚　磐雄　　オノ　ユキ
小野寺嘉孝　　甲斐雄一郎
柏　　和子　　カトウ　ユキヒロ
亀田　武夫　　河田　　正
（名）寒梅酒造
岸本　宣江　　岸本　弘道
岸本　史子　　木村　育世
木村　俊夫　　国崎　　肇
國定　玲子
黒住教本部
河野　恵子　　小桐　　登
後藤　誠司　　小西　由起
小林　正典
小林　靖子・智美
小松原伸恵　　古森　菊美
是永　武志　　坂田　光永
酒本　浩文　　佐々木　勉
佐藤　民子　　佐藤つた江
佐藤富士夫　　佐藤　正年
澤井　佳代　　塩田　　実
篠木　慧太　　下村　智子
J.S. Foundation
（公財）新日本宗教団体連合会（新宗連）
杉野　　文　　砂崎　博之
（株）セゾン情報システムズ
多賀　俊介　　髙井　和彦
タカオカ　クニコ　　高才　　勝
タカサキ　ヒロコ　　高月賢太郎
髙橋由紀子　　武内　英昭
竹本　光孝　　田嶋　淳子
田中　悦子　　田中　啓子
田中　重光　　田辺　徳子
谷口　照子
茅ヶ崎中央ロータリークラブ
千葉　惠子
中外製薬（株）
千代延明憲　　塚原　　正
塚村　淑子　　伝　　文雄
坪倉　幸弘　　寺山　洋子
天然酵母パンの店　ファミリエ
堂本　真弓　　徳木　　恵
中井　幸生　　ナカニシ　リョウコ
中村　愛惠　　中村　和之
中村　英之　　中村好至惠
永山　真理　　名越　祥子
納村　公子　　

新谷　嵒・雅
日蓮宗　太生山一心寺
野沢　慶子　　野島　淑子
野田すみ子　　野村　大也
野村　文子　　羽原　富江
濱浦由美子　　浜田加寿子
林　小夜子　　ハヤシ　モモカ
原　　裕子　　原田　勝美
原田　順子
パルシステム生活協同組合連合会
半田　堅城・恵子
（株）ビッグパソネット
平野　　愛　　平野由紀子
廣本　正志　　フクダ　セイイチ
藤井　逸子　　藤井　尚子
ホリウチ　ミユキ　　堀川　俊一
正富　利行・里子・咲子
増田　千尋　　松井　　修
松田　　博　　松本　　大
万代　裕子　　ミナミ　ヒロシ
三宅　桂子　　三宅　宅三
みやこ　かずしげ　　宮﨑　伴子
向井　幸恵　　村上　浩子
村津　和雄
明治安田生命保険（相 )
メモリーお客様御一同
ヤスダ　ナオコ　　安本　保枝
矢藤誠慈郎　　ヤマシタ　フミ
横野　令延　　横山　恵子
AMDA鎌倉クラブ
　他匿名希望者

東日本大震災
倉敷からの風
AMDA大槌健康サポートセンター

内視鏡技術移転
山野　和菜
　他匿名希望者

ハイチ事業
藤野　通子

自動販売機設置によるご支援
（特活 ) 国際活動支援機構
　　￥6,000

募金箱設置によるご寄付
（株）アクシス
（有）アド・デザイン
イオンモール（株）イオンモール倉敷
岡山県ボランティア・NPO活動　
支援センター「ゆうあいセンター」
（株）おかやま工房　国富店
生活協同組合おかやまコープ
おかやま信用金庫 各支店
岡山芳賀佐山郵便局
（株）オサダ文昭堂
　TSUTAYA　AZ　岡南店・
　玉島店・平井店・玉野店
　ブックプラザ　AZ　茶屋町店
かってぼっくす
倉敷ビッグアメリカン
ショップ（株）中庄店
（株）ケイ・クリエイト
　こやま薬局　青江店
　泉田店・江崎店・長船店
　大供店・豊成店・並木町
　店・西市店・松新町店　
　けしごやま薬局
　よつば薬局
（医）幸義会　岡山東部脳神経外科
小林　米幸　　
佐藤小児科
髙杉　尚志
中国銀行　AMDA募金箱
（株）天満屋ストア　リブ総社店
パール薬局
（医）まが医院
みんなの焼肉　みずの手　
魏　　吉夫
AMDA事務所募金箱
　他匿名希望者

トリイ　タカコ　　内藤　　浩
なかがわ　あゆみ　　中川　佳子
中地フキコ　　中島　陽一
中西　　充　　ナカノウ　ユウカ
ナカハラ　ショウコ　　中村　　元
中村　道夫　　中山　幸治
中山さやか　　中山登喜惠
中山　正紀　　ナミエ　アキオ
ナリタ　キヨシ　　成瀬　裕子
難波　典子　　新﨑　直人
西　　態雄　　西江　淑子
西垣　温美　　西村　典子
西村　　肇　　西本　　稔
二宮　健太　　丹羽　昌枝
布谷　隆子　　根岸　有紀
ネモト　ヨシミ　　野村　良一
芳賀　　潔　　間　　明子
畑中ちづる　　八田　博文
羽鳥　洋一　　馬場　真弓
濱浦由美子　　濱屋　聖子
早川　依里　　林　　　亨
林　美知子　　林越　洋子
原田　寛雄　　原田　文子
（株）晴富
坂大　嘉則　　菱田あけみ
平尾　一幸　　平野　　敬
平松きみよ　　廣川美榮子
廣本　正志　　福川　裕徳
フクチ　ゲンキ　　福永　雪子
藤井　　丞　　藤井　一志
藤川　岩枝　　フジサワ　マコト
藤田　秋子　　藤森　　高
フジワラ　ヤスノリ　　古田　陽造
星野　謙蔵　　細井　聖子
堀川　英治　　堀之内明子
本田　典子　　本間　由紀
前川　映美　　マエカワ　ヨシノリ
前田　淑子　　眞壁日史郎
正富　利行・里子・咲子
益田　廣子　　松井　玲子
松浦　　勝　　松尾　　匡
松谷　康司　　松永　直子
松本　純子　　松本　第作
松本　仁志　　的場　孝雄
萬成　　勲　　溝渕むつ躬
道の駅一本松展望園
光信　克甫　　南村　俊一
三村　直子　　三宅由里子
宮崎あやめ
妙徳山　禅福寺
向山　敏成　　武藤　久子
宗田　　繁　　村上　智哉
村上　廣子　　村西　正良
村本　依津男・龍子
村山日南子　　森　　　茂
森　　麻理　　森田　邦彦
森田美智子　　モリタミワ
守田　善行　　森永　典文
森本　啓子　　守屋えい子
安田　昭彦・香恵
矢野　正隆　　藪中　美鈴
山口　　篤　　山腰　和子
山﨑　徹也　　山田　栄子
山田　伸二　　山田　智子
山田ゆきえ　　山端　昭典
山本　惠以　　山本　幸子
ヤマモト　ナオヒロ　　山本　広恵
ヤマモト　ルミ　　由井由紀子
横野　令延　　横山　幸子
横山　真一　　吉岡　信一
吉岡　正江　　吉岡　真代
吉田　通之　　吉田　祐子
吉村　庄市　　米澤登志子
米村　時代　　米山　　博
立正佼成会　岡山教会
若槻　真吾　　若林美奈子
綿田芙美枝　　渡辺　順一
渡辺　治則　　渡辺　益代
渡邉　祐子
　他匿名希望者

中 国 銀 行 AMDA 定 期 預 金
御寄付
石原　裕子　　上野　泰孝
大場由美子　　岡﨑希美恵
風早　省乃　　片岡　　茂
絹輪　桂子　　熊安　　剛
斎藤　一成　　須賀　雄一

曽我部周子　　塚本　志保
藤井　尚子　　藤原　昭二
豆山　英二　　三村　征史
芳谷　芳枝
　他匿名希望者



  ーsogo・fujo ー   AMDA ジャーナル　2020.10　 7

ボランティア

助成金

ご寄贈

（公財）パブリックリソー
ス財団（GIVE ONE)

物品寄付
菊地酒造（株）
　他匿名希望者

切手・葉書等　 
大野　緑子　　岡本　東子
岡山　明美

岡山市立平津小学校児童会
竹島　光子
（株）田中商会
友保加奈恵　　蓮井　道子
羽原　富江　　平野　　敬
　他匿名希望者

一般ボランティア
荒川　美優　　井口　惠子
一井　公子　　市川　悠奈
市川　美和　　市森貴代子

上野　麻莉　　大橋　節子
岡﨑　夏輝　　岡本　陸雄
奥田こずえ　　衣田　悦子
清輔　幸子　　小迫真千子
近藤　優衣　　坂本みえ子
四宮　愛子　　杉山　七実
多賀　美和　　田中　啓子
谷本　知佳　　常原　一枝
常原　拓真　　時岡裕美子
富田　健太　　西　　梨菜
萩原　　望　　長谷　貴子
前田　智子　　丸山加代子
棟田　智喜　　村野　陽洽
矢部　朝子　　矢部　賢次

山本　睦子　　横山　幸子
AMDA鎌倉クラブ
AMDA福山クラブ
　他匿名希望者

中学高校生ボランティア
赤木　祐貴　　井口　　海
石坂　愛里　　伊谷　夏穂
内田　夢彩　　太田　光瑠
小坂田　空　　小田　雛穂
糟谷　真吹　　加藤　結万
川田　清華　　河原ほの花
小林　加奈　　佐藤　裕人
柴田　麻衣　　鈴村　宙巧

橘　　乃絵　　田中友里恵
中浦　陽子　　中嶋　竜也
中島　　望　　中島　　涼
橋本　望来　　バスネット　里那
林　　惟人　　平井　美沙
平岡　崇秀　　廣瀬　佑衣
福田　朱里　　福寺　航大
藤原ちひろ　　政木　悠布
松浦　杏莉　　森下　心愛
森脇　美紅　　山本　康太

( 株）中野コロタイプ

AMDAを長年ご支援いただいている佐藤安南先生（岡山市在住）が AMDAをもっと
身近に感じてほしいとの願いをこめたポスターを描いてくださいました。

AMDAの活動は皆様からのご寄付で実施されています
平素よりAMDAの活動にご支援くださいまして誠にありがとうございます。AMDAは国内外の支援活動
に取り組んでおります。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

（プロジェクト名）
・緊急人道支援　▶▶　国内外の自然災害救援活動および新型コロナウイルス支援に使われます。
・災害事前対策　▶▶　南海トラフなど大規模災害時、迅速に活動するための準備に使われます。
・中学高校生会　▶▶　青少年のボランティア育成と国際理解教育を推進します。
・次世代人財育成事業　▶▶　講師派遣及びインターン受け入れによる人材育成に使われます。

　★指定プロジェクトが終了した場合は、「AMDA の活動全般」とさせていただきます。
　　 尚、ジャーナルに同封する郵便振込票は、すべての方に会費・寄付金を催促するものではありません。

休止していたクレジットカードによるご寄付の受付を再開しました。
以下のクレジットカードが、AMDAホームページの寄付サイトよりご利用できます。

AMDAは認定NPO法人です。
AMDAへのご寄付は寄付控除の
対象になります！

クレジット決済によるご寄付の領収書の日付は、決済日ではなく決済代行会社から AMDAへ入金された日が領収日となります。
領収書は、ご寄付の入金確認後に発行するため、お申込み受付から領収書発行まで２か月以上かかる場合がございます。
あらかじめご了承ください。

クレジットカードでご寄付が可能です !!

JCB MASTER VISA AMEX DINERS
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　「見放さない、その命！　AMDA 魂の連携　
　  総社市から全国へ！」を読んで
　　  下原自主防災組織　副本部長　川田　一馬  様

　なんといっても第1章 総社市はかく奮闘せりでの片岡
市長のメッセージです。当時の下原の救援状況とともに
支援者・被災者の心をも赤裸々に捉えられ述べられてい
ます。明け方まで感動しながら読ませていただきました。
　AMDAの菅波代表の思いのもと難波妙様ほかの方々
のきびじアリーナでの支援、公会堂での点滴はこの本に
触れる度に思い起こすでしょう。生涯忘れられません。
　また、この本に登場されておられる全ての方々のメッ

セージに触れる度に当時
の状況を思い出すでしょ
う。感謝しかありません。
　私の周辺の方々から、
買ったよ、読んだよ、大
変良かった、と多くの声
が届いています。
　下原では第 2集会場・
防災倉庫の 2階資料室に永久保存とし、どんな方々が
どんな支援をどんな思いで支援いただいたかに触れられ
るよう、いつでも誰でも読めるようにして後世につなげ
たいと思っております。

AMDA 書籍「見放さない、その命！　AMDA 魂の連携　総社市から全国へ！」絶賛発売中
　7月 6日に AMDAより出版した本を多くの方にお読みいただき、感謝申し上げます。この度、西日本豪雨の
時にアルミ工場の爆発などで被災した総社市下原地区の方より本のご感想を頂戴しましたので、掲載させてい
ただきます。現在も絶賛発売中です。どうぞよろしくお願いいたします。

　8月 26日 AMDA本部にて、こくみん共済 coop 岡山推進本部様からの寄付金贈
呈式を行いました。昨年5月に創立 60周年を迎えられ、翌月より1年間実施され
た「みんなの共済　みんなですすめて　みんなで社会貢献　チャリティ推進キャン
ペーン」の寄付金を贈呈いただきました。「今回のご寄付を、災害支援はもちろん
のこと、AMDAの活動に参加する医療従事者や活動を支える関係者にも活用して
もらいたい。」と述べられました。
　こくみん共済 coop 様は「たすけあい」を大切に、子どもたちへの支援、環境保全、
そして防災・減災に関し継続的に支援。職員全員が防災士を取得し、岡山県下で防災セミナー、避難シミュレーショ
ンなども実施されています。　　　　　　　　　　　　　　　　（GPSP支援局  総務担当　ブルックス　雅美）

　特定非営利活動法人あゆみ（ぎんりんグループ）
　と協力協定を締結

　特定非営利活動法人
あゆみは、東日本大震
災や熊本地震を初め、
災害発生時に、全国で
炊き出し支援を行って
いる団体です。
　被災地に迷惑をかけ
ないよう、支援活動中の食料確保は、AMDA の大きな
課題の一つです。今後の災害支援活動時、”あゆみ”から、
被災者だけでなく、AMDA チームに対しても、食事の
提供を中心にご協力をいただく予定です。
　協定締結後、鳥取県の平井 伸治知事と面会し、本協
定をご報告しました。平井知事より「” あゆみ ” の地元
としても、本協定についてぜひ支援させていただきた
いと思います」と、” あゆみ ” と AMDA に対して激励
をいただきました。
　　　　　（プロジェクトオフィサー　神倉　裕太郎） 

　公益社団法人岡山県柔道整復師会と
　協力協定を締結

　災害が発生すると、
長引く避難所生活や、
被災した家の片付け等
で、腰や膝など体の痛
みを訴える方が、避難
所では多く見られます。
　それらの体の不調に、
柔道整復の施術は非常
に有効で、令和 2年 7月豪雨支援では、AMDAから柔
道整復師の派遣を行い、「腰が痛くて朝起きれなかった
が、久しぶりにすぐに起きれた」「毎日の家の片付けで、
かなり痛かった膝が、改善された」など、施術を受け
られた避難者の方々から喜びの声がありました。
　岡山県柔道整復師会からは、今後、岡山県内外で災
害が起きた時に、柔道整復師の派遣などでご協力をい
ただく予定です。
　　　　　（プロジェクトオフィサー　神倉　裕太郎）

こくみん共済 coop　岡山推進本部様より寄付金をいただきました


